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民
生
常
任
委
員
会
　

６
月
22
日
開
催
の
民
生
常
任

委
員
会
に
は
、
10
議
案
が
付
託

さ
れ
審
査
し
た
。

市
民
対
話
集
会
に
つ
い
て

■問　
今
回
５
月
18
日
か
ら
旧
７
町

で
開
催
し
た
市
民
対
話
集
会
に
お

い
て
の
市
民
の
総
参
加
数
が
185
人

で
非
常
に
少
な
か
っ
た
よ
う
に
思

わ
れ
る
が
、
ど
う
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。
ま
た
、
市
民
対
話
集
会

に
対
し
て
、
今
後
ど
う
取
り
組
ま

れ
る
の
か
市
長
の
考
え
を
問
う
。

■答　
ど
の
会
場
で
も
建
設
的
な
意

見
を
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
集
会

で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
今
後

に
つ
い
て
は
、
２
年
間
を
検
討
し

て
、
具
体
的
な
方
向
を
出
し
て
い

き
た
い
。

防
災
対
策
に
つ
い
て

■問　
災
害
時
に
は
、
い
つ
も
生
活

弱
者
の
高
齢
者
や
身
体
障
害
者
が

数
多
く
被
害
に
あ
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
が
、
市
は
災
害
時
要
援
護
者
支

援
制
度
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま

れ
て
い
る
の
か
。

■答　
国
の
災
害
時
要
援
護
者
の
避

難
支
援
指
針
を
踏
ま
え
、
要
援
護

者
の
住
居
位
置
図
・
登
録
台
帳
を

作
成
し
、
要
援
護
者
情
報
の
把
握

に
努
め
、
災
害
時
に
は
地
元
自
治

会
長
や
民
生
委
員
に
避
難
行
動
な

ど
の
支
援
を
お
願
い
し
て
い
る
。

原
発
事
故
は
生
活
、
人
生
だ
け

で
な
く
、
地
域
も
奪
う
！

■問　
東
京
電
力
・
福
島
原
発
の
事

故
は
、
放
射
性
物
質
が
放
出
さ
れ

続
け
、
収
束
の
見
通
し
が
立
っ
て

い
な
い
。
原
子
力
発
電
は
、「
使

用
済
み
燃
料
棒
」
の
放
射
能
廃
棄

物
の
処
理
方
法
も
決
ま
っ
て
い
な

い
未
完
成
で
危
険
な
技
術
。
原
発

に
依
存
し
続
け
る
の
で
は
な
く
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
普
及
に
舵

を
切
る
こ
と
が
必
要
で
は
。
自
治

体
で
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
・

省
資
源
・
低
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す

る
取
り
組
み
は
ど
う
か
。

■答　
昨
年
に
続
き
太
陽
光
発
電
住

宅
補
助
制
度
を
継
続
し
、
公
共
施

設
へ
の
導
入
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。
ま
た
省
電
力
型

の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
も
順
次
進
め
た
い
。

学
校
耐
震
化
の
進
捗
に
つ
い
て

■問　
学
校
耐
震
補
強
の
今
年
度
計

画
か
ら
残
さ
れ
た
施
設
は
、
一
時

的
に
で
も
避
難
場
所
に
な
っ
て
い

る
、
古
い
施
設
で
あ
り
改
築
も
待

っ
た
な
し
の
課
題
で
は
な
い
か
。

■答　
昨
年
度
末
の
耐
震
化
率
は
92

％
。
古
い
施
設
は
、
改
築
を
視
野

に
入
れ
計
画
し
た
い
。

市
政
に
大
き
く
影
響
す
る
国
政

と
原
発
、
市
長
の
対
応
を
問
う

■問　
６
月
初
め
、
民
主
・
自
民
の

大
連
立
政
権
構
想
が
急
浮
上
。
民

主
政
治
を
ゆ
が
め
、
危
険
な
こ
の

政
権
に
つ
い
て
の
所
見
は
。
ま
た
、

国
の
補
助
金
カ
ッ
ト
の
動
き
。
幼

稚
園
・
中
学
校
で
の
エ
ア
コ
ン
設

置
に
影
響
は
な
い
の
か
。

　
　
　

国
家
観
の
な
い
大
連
立
は

全
く
危
険
で
反
対
。
ま
た
、
指
摘

の
と
お
り
補
助
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ

て
い
る
。
一
定
の
混
乱
を
国
政
も

覚
悟
の
大
き
な
問
題
だ
。

■答　
補
助
金
が
で
な
い
場
合
は
エ

ア
コ
ン
設
置
は
な
い
。

■問　
東
海
・
東
南
海
・
南
海
地
震

の
三
つ
が
連
動
す
れ
ば
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
9.0
の
大
地
震
が
予
見
さ

れ
、
か
つ
伊
方
原
発
の
目
下
に
世

界
最
大
級
の
活
断
層
が
あ
り
、
そ

の
地
震
は
直
下
型
の
強
烈
な
揺
れ

で
同
原
発
を
襲
う
。
伊
方
原
発
に

市
民
の
不
安
を
払
拭
す
る
各
種
安

全
策
を
要
求
し
て
は
。

　
　
　

県
市
長
会
な
ど
で
私
も
確

認
も
含
め
発
言
し
て
い
く
。

○
そ
の
他
「
臨
時
職
員
問
題
」、「
統

廃
合
問
題
」、「
防
災
対
策
」
を
質
問
。

■問　
（
健
康
福
祉
部
関
係
）
予
防

接
種
等
健
康
被
害
調
査
委
員
会
設

置
条
例
の
制
定　

健
康
被
害
に
つ

い
て
、
三
豊
市
の
実
態
は
。

■答　
ヒ
ブ
ワ
ク
チ
ン
、
小
児
肺
炎

球
菌
の
予
防
接
種
を
し
て
い
る
。

三
豊
市
に
事
例
は
な
い
が
、
全
国

で
は
8
件
の
死
亡
事
例
が
あ
る
。

■問　
健
康
被
害
が
出
た
場
合
、
そ

の
手
続
と
流
れ
に
つ
い
て
。

■答　
健
康
被
害
調
査
委
員
会
は
、

そ
の
実
態
を
調
査
・
審
議
し
、
市

長
に
報
告
す
る
。
補
償
は
、
総
合

賠
償
保
険
で
対
応
。
因
果
関
係
は
、

厚
生
労
働
省
の
調
査
検
討
委
員
会

に
な
る
。

■問　
（
市
民
部
関
係
）
動
産
の
買

入
れ
に
つ
い
て　

三
観
広
域
電
算

セ
ン
タ
ー
処
理
と
三
豊
市
単
独
処

理
の
比
較
検
証
は
で
き
て
い
る
の

か
。■答　

今
回
は
、
検
証
は
で
き
て
い

な
い
が
、
シ
ス
テ
ム
設
計
に
経
費

が
掛
か
る
こ
と
や
、
専
門
家
の
養

成
が
必
要
。
次
回
の
更
新
ま
で
に

は
検
証
し
た
い
。

■問　
三
観
広
域
の
デ
ー
タ
な
ど
、

災
害
安
全
対
策
は
。

■答　
三
観
広
域
と
し
て
、
バ
ッ
ク

ア
ッ
プ
デ
ー
タ
を
作
成
し
、
安
全

な
場
所
で
保
管
し
て
い
る
。
ま
た
、

戸
籍
は
法
務
局
に
も
副
本
が
あ
る
。

■問　
23
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

（
健
康
福
祉
部
関
係
）
地
域
医
療

検
討
事
業
で
設
置
す
る
「
地
域
医

療
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
の
組

織
・
所
掌
事
務
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
か
。

■答　
委
員
の
数
は
16
人
程
度
を
予

定
し
、
委
員
に
は
、
市
立
病
院
の

院
長
と
事
務
長
・
診
療
所
の
所
長
・

三
豊
総
合
病
院
・
医
師
会
・
保
健

所
・
県
お
よ
び
香
川
大
学
医
学
部

を
考
え
て
い
る
。
24
年
度
で
、
市

立
の
医
療
機
関
の
整
備
計
画
的
な

も
の
を
樹
立
し
て
い
き
た
い
。

　

以
上
、
各
議
案
と
も
慎
重
な
審

査
に
よ
り
原
案
ど
お
り
承
認
ま
た

は
可
決
し
た
。
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鴨
田
　

偕
議
員

岩
田
秀
樹
議
員

三
木
秀
樹
議
員

主
な
質
疑
と
答
弁

市
長

市
長

　

市
内
に
は
、
た
め
池
が
多
数
あ
り
、
ま

た
、
台
風
や
大
雨
で
増
水
し
た
川
や
波
の

高
い
海
辺
な
ど
で
遊
ん
で
い
て
事
故
に
あ

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

水
遊
び
は
必
ず
大
人
と
一
緒
に
安
全
な

場
所
で
遊
ぶ
な
ど
、
水
難
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

春
の
叙
勲
お
よ
び
危
険
業
務
従
事
者
叙
勲
の
発
表
が
あ
り
、

三
豊
市
か
ら
は
次
の
皆
さ
ん
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

　

平
成
23
年
7
月
1
日
付
け
で
、
次
の
方
が
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　

（
敬
称
略
）

▼
問
い
合
わ
せ　

三
豊
警
察
署　

☎
72
・
0
1
1
0

▼
問
い
合
わ
せ　

人
権
課　

☎
73
・
3
0
0
8

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

丸
岡　

有
美
子
（
三
野
町　

新
任
）

大
矢
根　

節
子
（
仁
尾
町　

再
任
）

人
権
擁
護
委
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た

春
の
叙
勲

危
険
業
務
従
事
者
叙
勲

◆
瑞
宝
双
光
章

【
行
政
相
談
功
労
】

　

十
鳥　

茂
義
（
豊
中
町
）

◆
瑞
宝
単
光
章　

【
消
防
功
労
】

　

安
藤　

三
德
（
高
瀬
町
）

　

小
山　
　

昇
（
豊
中
町
）

　

藤
原　

俊
治
（
高
瀬
町
）

　
◆
瑞
宝
単
光
章

【
防
衛
功
労
】

　

冨
田　

光
義
（
詫
間
町
）

ふるさと納税ふるさと納税

と

～ふるさと三豊への想いを
　　　　　届けてください～

　ふるさと納税とは、ふるさと（応援したい、貢献したいと思う三豊市などの地方公共
団体）への寄附のことで、所得税と住民税から一定額の控除を受けられる制度です。

【平成22年度ふるさと三豊応援寄附の活用状況】
　平成22年度に皆さまからいただいた寄附金は、平成23年度において次の事業に活用させていただいています。心
からお礼申し上げます。　【寄附の件数】19件（複数の事業に指定可）　【寄附の総額】2,105,000円

　寄附金は、1件5,000円から受け付けます。3万円以上の寄附金をいただいた市外在住の人へは、感謝の気持ちと
して「ふるさと三豊のフルーツ」をお贈りします。
　寄附申込書は、市ホームページからダウンロードいただくか、お電話いただければ送付します。納付方法は、郵
便振替・市指定の納付書・現金書留による払い込みのいずれかの方法でお願いします。

事業名 内　　容 件数
（件） 金額（円） 充　当　先

事業名 金額（円）

遺児年金支給事業
　遺児年金

豊かな自然の中で子どもたち
が成長できるよう、教育や子
育て支援を充実する
森林や河川など、水と緑にあ
ふれたふるさとの自然保護に
努める
安心して生き生きと楽しい生
活が送れるように、健康づく
りを促進する
市民主体のスポーツ活動や文
化芸術活動の促進と機会の
充実に努める
ふるさとを元気にするため、
地域の特性を生かしたイベン
トや商工業の振興を支援する

市ふるさと会運営事業
　ふるさと会運営
定住促進事業
　定住施策の助成事業

5

4

1

0

1

8

1,270,000

130,000

30,000

0

30,000

645,000

1,270,000

130,000

30,000

0

30,000

300，000

345,000

観光資源管理費
　自然海浜清掃費

敬老会事業
　敬老会

観光振興事業
　まつり等

申し込み・問い合わせ　秘書課　☎73－3001▼

市
内
に
は
、
た
め
池
が
多
数
あ
り
、
ま

た
、
台
風
や
大
雨
で
増
水
し
た
川
や
波
の

高
い
海
辺
な
ど
で
遊
ん
で
い
て
事
故
に
あ

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

水
遊
び
は
必
ず
大
人
と
一
緒
に
安
全
な

場
所
で
遊
ぶ
な
ど
、
水
難
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

三
豊
警
察
署

☎
72
・
0
1
1
0

▼
問
い
合
わ
せ

人
権
課

☎
73
・
3
0
0
8

水
難
事
故
に
注
意
！

ふるさとの教育・
子育て支援事業

１．

ふるさとの自然
環境保全に関す
る事業

2．

ふるさとの父母
のための福祉に
関する事業

3．

ふるさとのスポー
ツ・文化振興に関
する事業

4．

ふるさとのにぎ
わい創出に関す
る事業

5．

その他市長が必
要と認める事業
（ふるさと応援
事業）

6．


